
気仙沼・南三陸 高齢者食形態マップ活用にあたって 

 

１ 策定の背景 

  平成２５年度に気仙沼管内の病院・福祉施設の各給食施設（以下「各給食施設」という。）にお

ける食形態の実態を把握するために調査を実施したところ，同一の名称であっても実際の食形態，

調理の形状が異なっていることがわかりました。各給食施設においては，日ごろ一人ひとりの摂

食・嚥下機能に対応した食事の提供につとめているものの，高齢者の入退所（入退院）の際には食

形態の連続性が保てず，入所者（患者）にとってはＱＯＬの低下につながりかねない状況です。 

このことから，医療・福祉における連携体制の構築のほか，在宅支援等に活用することも視野に

いれ，各給食施設において摂食・嚥下機能に関する知識や理解を深めるとともに，食形態に関する

情報の共有及び統一化を図ることを目的として「気仙沼・南三陸 高齢者食形態マップ」を策定し

ました。 

 

２ 気仙沼・南三陸 高齢者食形態マップについて 

・対象者は高齢者とし，副食の食形態について示したものです。 

・気仙沼管内の各給食施設間の移動時や施設内で栄養士等が使用することを想定しています。 

・現時点では硬さや凝集性，付着性等の数値の提示は行っていません。そのため，参考として日本

摂食・嚥下リハビリテーション学会や嚥下ピラミッド，ＵＤＦ（ユニバーサルデザインフード）と

の対応について記載しています。 

・実際の調理においてそれぞれの形態がイメージできるよう平成２５年度の調査等の写真を掲載し

ています。 

 

３ 活用にあたっての注意点及び今後について 

医療・福祉における連携体制のために策定したものであることから，各給食施設においてもマッ

プの名称・形態にすることが望ましいです。 

今後は食形態の統一化を目指し，各給食施設において食形態マップに基づく取り組みを進めてい

きます。また，入所者（患者）個人の状況に応じた食事の提供やマップにない食形態については，

個別に対応するなど施設の状況にあわせて随時対応することとします。 

また今回策定した食形態マップはあくまでも専門職向けであるとともに，平成２６年度時点での

ものであり，今後各給食施設における活用状況や新たな摂食・嚥下における研究が発表された際に

は新たに改定していきます。 
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